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  ※本リリースは 2026年 7 月 9日に Swiftが配信した英語版の抄訳です。 

 
Swift、ブロックチェーン台帳が利用開始へ 

17行の銀行が信頼性の高いグローバルインフラ上でト

ークン化預金によるクロスボーダー決済を先導 

      

• Swift、ブロックチェーンベースの台帳を 9ヶ月で構想から実用化へ 

• 世界 6 大陸の 17 行が、24 時間 365 日のクロスボーダー決済と流動性効率の

向上を実現する、本番環境でのトークン化された預金を用いたパイロットを準

備 

• Swift の強靭なグローバルプラットフォームへの新たな機能追加は、規制に準

拠したデジタル資産の発展にとって重要なマイルストーンとなり、プログラマ

ブルマネーやエージェントコマースなどの、将来のイノベーションを支える基

盤を構築 

 

2026年 7月 9日、ブリュッセル発 – Swiftは本日、ブロックチェーン基盤の台帳の

初期利用に向けた準備が完了したことを発表しました。これにより、先行導入する金融

機関は、トークン化預金を用いた 24時間 365日のクロスボーダー決済への対応が可能

となります。この進展は規制下にある世界の金融システム全体において、デジタル価値

の利点を拡大するための重要な一歩となります。 

世界 6大陸から 17行の銀行が実取引の試験運用準備を進めており、これは Swiftの技術

スタックに新たに加わる本ソリューションと、より迅速かつ柔軟なグローバルな資金移

動を実現する機能に対する強い需要を反映しています。 

この共有台帳は、参加銀行が自行の台帳上で発行するトークン化預金のための安全な

オーケストレーションレイヤーを提供します。これにより、銀行は既存のシステムを

通じて最終的な決済を完了する前に、夜間や週末を含め、顧客の資金移動を可能にし

ます。また、参加銀行は、既存の決済処理に組み込まれているコンプライアンス、信

用管理、リスク管理、および内部統制の基準を損なうことなく、顧客体験の向上とグ

ローバルな流動性効率の改善という恩恵を受けられます。 

今回発表した共有台帳の初のユースケースは、Swift が昨年発表した共有台帳を基盤と

しており、世界の金融機関からのフィードバックを取り入れながら、わずか 9 か月で

設計・開発されました。この開発は、200 以上の市場を結び、世界の GDP に相当する

額を 2～3 日ごとに移動させる最高水準の信頼性と運用実績を持つ Swift の既存インフ

ラを活用しながら、次世代のイノベーションと相互運用性の実現に向けた土台を築く

ものです。 

Swiftのチーフ・ビジネス・オフィサーであるティエリー・チロシ（Thierry Chilosi）

は、次のように述べています。                                                   

「私たちの新しい台帳機能により、確立された金融システムの信頼性と安定性を、デジ

タルマネーの最前線へと拡張します。これにより、グローバル金融が必要とする高いレ

ベルのレジリエンス、セキュリティ、コンプライアンスを維持しながら、トークン化さ

れた価値を、現代の商取引が求めるスピードと柔軟性で国境を越えて移動できるように

なります。銀行からの強力な支持は、このアプローチの実用的な価値を示しています。

本ソリューションは、その利点を世界規模で拡大するとともに、プログラマブルマネー

https://www.swift.com/news-events/press-releases/swifts-blockchain-ledger-ready-use-17-banks-set-pioneer-tokenised-cross-border-payments-trusted-global-infrastructure


   

   
 

 

   

 

 

やエージェントコマースといった分野における将来のイノベーションを支える基盤とな

るでしょう」 

この台帳は、初期の管理された稼働開始フェーズを経て、今後機能と利用可能性が拡大

される予定です。本共有台帳は、Swift とそのコミュニティによって既存の決済ネット

ワークの高度化に対してすでに進められてきた取り組みを基盤としています。現在、

Swift ネットワーク上の決済の 75%は 10 分以内に受取銀行に届いており、多くの場合

数秒で完了しています。Swift は G20 が掲げる国際取引に関する目標達成に向け、業界

全体のさらなる発展を推進しています。Swift はコミュニティと連携し、小口決済向け

のフレームワークを導入しています。このフレームワークにより、手数料の事前の透明

性、送金額全額の着金、そして消費者にとってより迅速で一貫した送金体験の提供を実

現します。これらの取り組みと共有台帳を組み合わせることで、あらゆる規制された形

態の価値を、世界最高レベルのセキュリティとレジリエンスのもと、安全かつ円滑に

移転できる未来を支える強固な基盤を提供します。 

共有台帳で初期の実取引を試験運用する銀行は以下の通りです。 

ANZ FirstRand Bank Limited OCBC 

BNPパリバ HSBC スタンダードチャータード銀

行 

BNY イタウ・ウニバンコ UBS 

シティ ロイズ銀行 UOB 

DBS マシュレク銀行 ウェルズ・ファーゴ 

ファースト・アブダビ銀行

（FAB） 

三菱 UFJ銀行  

 

三菱 UFJ 銀行のシニア・フェロー 兼 トランザクション・バンキング部長である松

本雅弘氏は、次のように述べています。 

「三菱 UFJ 銀行は、Swift および世界の金融業界のパートナーとともに、次世代の金

融市場インフラの実現に向けた取り組みに参画できることを誇りに思います。当行は、

トークン化預金と分散型台帳技術が、将来的にクロスボーダー決済と流動性管理の更

なる効率的で透明性の向上に大きく貢献する可能性があると考えています。本取り組

みへの参加を通じて、実用的なユースケースの実証・評価を進めるとともに、これら

のイノベーションが、安全性、拡張性、顧客の皆様中心の視点を確保しながら、既存

の金融エコシステムにどのように統合していくべきかを慎重に検討してまいります」 

ANZ のトランザクション・バンキング担当マネージング・ディレクターであるリ

サ・ヴァシック（Lisa Vasic）氏は、次のように述べています。 

「Swift のデジタル台帳の取り組みは、リアルタイムで常時稼働のクロスボーダー決済

能力を前進させる重要な一歩です。Swift が長年培ってきた信頼性の高いネットワー

クと、この新たなインフラを組み合わせることで、顧客の皆様がリアルタイムで資金

を移動させ、流動性をより柔軟に管理できるようになる大きな可能性があると考えて

います。ANZ はデジタル資産における我々の豊富な知見に基づき、Swift およびグロー

バルパートナーと連携し、次世代の決済インフラの安全な普及を推進し、24 時間 365

日利用可能で、より効率的な決済サービスの実現に取り組んでまいります」 



   

   
 

 

   

 

 

BNP パリバ・グループのキャッシュ・マネジメント、決済、トレード・ソリューシ

ョン＆ファクタリングのグローバルヘッドであるピエール・フェルツタンド

（Pierre Fersztand）氏は、次のように述べています。 

「クロスボーダー決済の進化における重要な節目である Swift のブロックチェーンベ

ースの共有台帳を試験運用する最初の銀行の一行であることを大変光栄に思います。こ

の成果は、共有台帳開発の次のフェーズを形作るための BNPパリバと Swiftの継続的な

協力関係を示すものです。本取り組みを支援することで、当社はデジタルファイナン

スの本格的な社会実装を推進するというコミットメントを改めて示します。当社の目

標は明確です。より迅速で、透明性が高く、より安全な取引を通じて、法人顧客の皆

様方に測定可能な価値を提供することです」 

 

BNY グローバル・ペイメント＆トレード部門 コマーシャル責任者のカール・スラビッ

キ（Carl Slabicki）氏は、次のように述べています。 

「BNYは、クロスボーダー決済における相互運用性の向上を支える共有台帳技術の活

用に向け、Swiftとの協力関係を継続できることを嬉しく思います。本取り組みは、共

有台帳の機能が既存の金融インフラを補完しながら発展し、世界中の顧客の皆様のニ

ーズに応えていく可能性を理解するうえで重要な一歩となります」 

シティの決済・サービス部門ヘッドであるデボパマ・セン（Debopama Sen）氏は、

次のように述べています。 

「Swift のブロックチェーンベース共有台帳の立ち上げは、24 時間 365 日利用可能な

決済と流動性管理の実現に向けた重要な一歩です。本取り組みへの参画は、クロスボ

ーダーの資金移動をシームレスかつ瞬時にするという当行の顧客の皆様へのコミットメ

ントを改めて示すものです。Swift の革新的なブロックチェーンベースのメッセージン

グインフラと、シティのグローバルネットワークを組み合わせることで、相互運用性

の高い決済ソリューションを実現し、より迅速で、レジリエンスと、安全性に優れたサ

ービスを当社のグローバルな顧客の皆様に提供できるようになります」 

DBS のグローバル・トランザクション・サービス（GTS）グループヘッドであるリ

ム・スーン・チョン（Lim Soon Chong）氏は、次のように述べています。 

「ブロックチェーンベースの台帳とトークン化されたマネーは、銀行がより迅速で、

透明性の高い、リアルタイムの流動性を提供し、顧客の皆様のニーズにより的確に応え

ることを可能にします。これらの機能を普及させるためには、既存の決済ネットワーク

との相互運用性を確保するとともに、実社会でのユースケースを積み重ねていくこと

が不可欠です。Swift の広範なネットワークと、DBS のトークン化預金およびクロス

ボーダー決済で培ってきた実績を組み合わせることで、当社は Swift のブロックチェ

ーンベースの共有台帳を先行導入する銀行の一員として意義ある貢献ができ、レジリ

エンスを備えた、未来に対応したグローバルな銀行システムの構築に貢献してまいり

ます」 

HSBC のグローバル・ペイメント・ソリューションズ部門ヘッドであるマニッシュ・

コーリ（Manish Kohli）氏は、次のように述べています。 

「HSBC は、世界各国の市場でトークン化預金の拡大をリードしています。当行は 24

時間 365 日稼働のコンプライアンスに準拠したトークン化預金サービスをすでに提

供しており、このたび、当行のトークン化預金サービスを Swift の新しいブロックチ

ェーンベースの共通台帳インフラに接続する最初の銀行の一員になれたことを嬉しく

思います。これはクロスボーダー決済の進化における重要な節目であり、現代のビジ



   

   
 

 

   

 

 

ネスの在り方に即した、リアルタイムで、時差のない、人為的な締め時間の制約を受

けない決済の実現に向けた大きな一歩です。規制に準拠した銀行発行のトークン化預金

を活用し、それらを Swift の信頼性の高いグローバルネットワークを通じて接続する

ことで、当社は法人顧客の皆様に、流動性効率の改善、キャッシュフローの可視性向

上、よりシームレスな 24時間 365 日の体験を提供が可能になります」 

ロイズ・バンキング・グループの決済担当マネージング・ディレクターであるキム・

フェルハーフ（Kim Verhaaf）氏は、次のように述べています。 

「今回の取り組みはオンチェーン・エコシステムの発展における進歩を示すものです。

ロイズ・バンキング・グループは初期からの参加機関として、Swift のブロックチェー

ンベース台帳の開発を支援してきました。この取り組みはデジタルファイナンスの進

展における業界全体の連携がもたらす重要な役割を示すものです」 

マシュレク銀行のコーポレート＆インベストメント・バンキング担当グループヘッド

であるジョエル・ヴァン・デューセン（Joel Van Dusen）氏は、次のように述べて

います。 

「マシュレク銀行は、デジタルバンキングのイノベーションを通じて、金融サービス

の未来を切り拓くことに取り組んでいます。Swift と連携し、次世代の台帳技術を活

用することで顧客の皆様の決済処理の迅速化と、取引処理のセキュリティ向上を実現

してまいります」 

OCBC のグループ・チーフ・ストラテジー＆トランスフォーメーション・オフィサー

であるメルビン・ロー（Melvyn Low）氏は、次のように述べています。 

「OCBCは、AI、デジタル、データ分野の専門性強化に向けた取り組みの一環として、

ブロックチェーンとトークン化技術の活用を推進してきました。Swift および参加銀行

と連携し、Swift の共有台帳を活用したリアルタイム、24 時間 365 日のトークン化

されたクロスボーダー取引を実現することで、顧客の皆様の決済ニーズにこれまで以

上に的確に応えていけることを期待しています」 

スタンダードチャータード銀行のキャッシュ・マネジメント部門グローバルヘッドで

あるマヘシュ・キニ（Mahesh Kini）氏は、次のように述べています。 

「スタンダードチャータード銀行は Swift の新たなブロックチェーンベース共有台帳で

クロスボーダー決済を再定義しています。トークン化預金と当行のグローバルネット

ワークを組み合わせることで、瞬時かつ 24 時間 365 日利用可能な資金移動を実現し

ます。これにより、金融機関および法人顧客の皆様は決済イノベーションの最前線に

立ち、リアルタイムでの資金可視性、流動性管理の高度化、そしてグローバルな資本

管理に求められるスピードを実現できるようになります」 

UBS のマネージング・ディレクター兼デジタル資産担当グループヘッドであるアン

ドレアス・クブリ（Andreas Kubli）氏は、次のように述べています。 

「UBS は、相互運用性がトークン化預金を個々の機関を超えて普及・拡大するための

鍵であると考えています。Swift の共有台帳は、デジタルマネーネットワークを相互

に接続し、リアルタイム決済、より柔軟な流動性管理、そしてトークン化決済および

デジタル資産のグローバルな金融エコシステム全体への普及を支える重要な業界の取

り組みです」 

UOB のグループ・トランザクション・バンキング部門ヘッドであるソー・ライ・フ

ア（So Lay Hua）氏は、次のように述べています。 



   

   
 

 

   

 

 

「Swift のブロックチェーンベース共通台帳は、構想段階から実用インフラへと進化

し、新しい決済能力の実用化に向けた重要な一歩となりました。企業にとって、リア

ルタイムで 24 時間 365 日のクロスボーダー決済は、決済スピードの向上、流動性の

効率化、キャッシュフローの可視性を向上につながります。この業界横断の取り組み

に参加する最初の銀行の一行として、当行の地域ネットワークとトランザクション・

バンキングの専門性を活かし、安全性、拡張性、相互運用性を備えたソリューション

の実現をサポートすることで、企業が国境を越えてより安心して価値を移転できる環

境づくりに貢献してまいります」 

 

 

Swift（国際銀行間通信協会）について 

Swift はメンバーによって保有されたグローバルな協同組合であり、安全な金融メッセージング

サービスを提供するリーディングプロバイダーです。Swift は金融コミュニティに対し、通信に

必要なメッセージングおよびその標準化を支えるプラットフォームのほか、決済ネットワークへ

のアクセスやシステムの統合・連携、識別、分析、規制コンプライアンス等にかかる製品および

サービスを提供しています。 

Swiftは 200を超える国と地域における 11,500以上の銀行、証券会社、市場インフラ、事業法人

等をつなぐ通信プラットフォーム、および各種製品・サービスを提供しています。Swift 自体は

資金を保有せず、顧客の口座を管理することはありませんが、コミュニティのユーザーが標準化

された金融メッセージを安全かつ確実に交換できる手段を提供することで、世界中の金融取引や

貿易・商取引を支えています。 

Swift は信頼できるプロバイダーとして卓越した運用を絶えず追求し、コミュニティに対しサイ

バー攻撃への対処を支援しています。また、コスト削減、リスク軽減、業務効率の改善に常に取

り組んでいます。Swift の製品およびサービスは、コミュニティ内のアクセスと統合、ビジネス・

インテリジェンス、リファレンスデータと金融犯罪コンプライアンスへの対応をサポートしてい

ます。さらに、Swift はグローバル・地域・国内レベルで金融コミュニティを結びつけ、市場慣

行の形成、標準化、共通の関心事項に関する議論を推進しています。 

ベルギーに本部を置く Swiftは、国際的なガバナンスと監督体制を通じて、共同組合のグローバ

ルな包括性を強化しています。また、グローバルなオフィスネットワークを通じて、世界中の主

要な金融センターで積極的に活動しています。 
 


